
 

 

 

 

 

 

 

「スマートイルミネーション横浜2019」 

実施内容が決定しました！  

 

スマートイルミネーション横浜は、環境・省エネルギー技術とアートの創造性を融合させ、新

たな夜景の創造を試みる国際アートイベントです。2011 年から始まり、今回で９回目の開催とな

る今年は、11 月１日（金）から 11 月４日（月・祝）までの４日間、アーティスト・大学・企業等

による作品展示、ワークショップなどの「アートプログラム」を象の鼻パークを中心に展開しま

す。 

また 11月２日（土）には、海外のアートやまちづくり関係者を招き、意見交換等を行う「スマ

ートイルミネーション・サミット 2019」も開催します。 

 

１ 来場者参加型の作品が充実! 《アートプログラム》 

 今年は、「スポーツ・からだ・エモーション」をテーマに、アーティストや大学、企業による

21の多彩な「ひかり」のアートプログラムが、象の鼻パークを中心に集結します。 

（※プログラム数は９月１日現在） 

来場者が実際に体験することができる作品を豊かな色彩とともに展示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 元 年 ９ 月 １ ８ 日 
文化観光局創造都市推進課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

来場者が自転車を漕ぐことで作り出される（発電され

る）エネルギーで、たまご型のオブジェが輝き、その

喜びを共有することができる作品。光がミラーボール

に照射され、無数の反射を生み出し、たまごのまわり

はまばゆい光の世界に包まれます。来場者が作り出す

その瞬間にしか生まれない一期一会の「ヒカリ」をお

楽しみください。 

■≪ルミナスピンポン≫／アーティスト：原倫太郎＋原游／会場：象の鼻テラス 

ブラックライトで蛍光に輝く、オリジナルの卓球台が象の鼻テ

ラス内に展開されます。球が当たると音が鳴る「木琴型」と、

リヨン・ニューヨーク・ジャカルタ・横浜の４都市の輪郭をデ

ザインに取り入れた形の「４人でプレイできる型」があります。

港をイメージした得点板も用意されており、来場者が自由に体

験することができます。 

（作品イメージ） 

※プログラムの内容は予定です。今後変更となる可能性があります。 
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裏面あり 

※プログラムの内容は予定です。今後変更となる可能性があります。 

■≪たまごプロジェクト≫／アーティスト：ミラーボーラー／会場：象の鼻パーク 
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２ 海外都市との交流の場 《スマートイルミネーション・サミット 2019》 

  「スマートイルミネーション・サミット 2019」は、まちづくりやアートなど多様な分野で活動さ

れている方を海外から招へいし、意見交換等を行うシンポジウムです。 

アートの創造性をまちづくりに生かす思いをもつ海外都市との交流を図り、スマートイルミネー

ションのコンセプトを広く国内外に発信します。                                                                                                     

■開催日時：11 月２日（土）13：00～16：00 （入場無料）   

■会場：象の鼻テラス 

■参加都市（予定）：ジャカルタ市、ニューヨーク市、リヨン市、横浜市 

 

３ みんなでつくる横浜夜景！ 《連携プログラム》 

11 月１日（金）から 11 月４日（月・祝）までの会期中は、スマートイルミネーション横浜の趣旨

に賛同いただいた、市内の施設・団体等と実行委員会が協働で実施するプログラムも多数展開しま

す。地域と共に横浜らしい夜景づくりを盛り上げていきます。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

お問合せ先 

文化観光局創造都市推進課長 田中 昌史  TEL 045-671-3425 

【報道関係の皆様からのお問合せ先】 

スマートイルミネーション横浜 実行委員会 事務局（平日 10：00～18：00） 

TEL：045-633-9660／FAX：045-662-0082／E-mail：sij@ludens.be 

広報担当：榊原あすか（TEL：090-9310-5459） 

平成 31 年度 
文化庁文化芸術 
創造拠点形成事業 

［出展作家（アーティスト 11 組、大学６組、企業１社）］ 
石井結実、小野澤峻、日下淳一、サリタ・イブノー、髙橋匡太、武内満、徳永宗夕、原倫太郎＋原游、松本大輔＋ 

原田弥＋、ミラーボーラー、森田葵衣、城西国際大学 メディア学部クロスメディアコース、多摩美術大学 × ヒビ

ノ株式会社、チーム・ソラ（関東学院大学 建築・環境学科 × 読売理工医療福祉専門学校 建築学科）、東京藝術大

学 デザイン科・空間演出研究室、東京大学 筧康明研究室、横浜市立大学 鈴木伸治研究室、株式会社中川ケミカル 

（五十音順） 

［参加団体］   

アンスティチュ ・フランセ横浜 × Aokid、開港五都市景観まちづくり会議、ぞうさんマルシェ、ポート・ジャー

ニー・プロジェクト/山本アンディ彩果、横浜市建築局建築防災課、横浜税関、横浜はしけ運送事業協同組合

（SUITAKU）、横浜ロータス（五十音順） 

 

■≪Movement act（ムーブメントアクト）≫／アーティスト：小野澤峻／会場：象の鼻パーク 

８つの方向から伸びたレールが中心で交わる構造

体で、レールにはボールを動かす部品が取り付けら

れており、まさにキャッチボールが行われているか

のように、ボールが互いに行き交います。誰もが思

わず時間を忘れて見入ってしまう作品です。

 
 ※プログラムの内容は予定です。今後変更となる可能性があります。 
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